
第
二
節
　
高
度
経
済
成
長
と
農
林
水
産
業

一
　
高
度
経
済
成
長
と
農
業
施
策
の
変
化

農
村
環
境
や
食
生
活
の
変
化
に

対
応
し
た
農
業
施
策
の
展
開

明
治
以
降
、
日
本
農
業
は
急
速
な
発
展
を
遂

げ
て
き
た
。
兵
庫
県
農
業
も
例
外
で
は
な
く
、

特
に
、
高
度
経
済
成
長
期
で
あ
る
昭
和
四
十
年
代
は
、
自
給
的
農
業
か
ら
商
品

的
農
業
へ
転
換
し
つ
つ
あ
る
時
期
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
一
方
、
経
済
が
発
展

す
る
に
つ
れ
、
第
一
次
産
業
の
比
重
が
小
さ
く
な
り
、
よ
り
付
加
価
値
の
高
い

第
二
次
、
第
三
次
産
業
が
産
業
の
中
心
と
な
る
こ
と
は
、
日
本
だ
け
で
な
く
他

の
国
で
も
み
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
兵
庫
県
に
お
い
て
も
、
農
林
水
産
業
の
全

産
業
に
占
め
る
比
重
が
小
さ
く
な
り
、
神
戸
等
近
代
的
な
都
市
部
が
発
展
し
、

中
部
、
北
部
の
農
山
漁
村
部
が
縮
小
し
は
じ
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
経

済
の
発
展
と
と
も
に
、
海
外
の
影
響
を
大
き
く
受
け
る
よ
う
に
な
り
、
食
生
活

の
中
で
洋
食
を
食
べ
る
機
会
が
増
加
し
た
。

　
兵
庫
県
の
農
業
は
、
主
産
物
で
あ
る
米
麦
の
ほ
か
、
地
域
的
な
特
色
を
持
つ

様
々
な
野
菜
や
果
樹
、
特
用
作
物
等
が
栽
培
さ
れ
て
き
た
。
図
25
は
、
昭
和
四
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十
二
（
一
九
六
七
）
～
五
十
四
年
の
主
要
な
作
物
の
生
産
量
（
重
量
）
を
グ
ラ
フ
に
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
麦
は
、
日
本
全
体
で

麦
生
産
が
不
採
算
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
一
九
七
〇
年
代
に
著
し
く
低
下
し
て
い
る
が
、
米
と
栗
は
、
ほ
ぼ
横
ば
い
か
や
や
低

下
し
て
お
り
、
イ
チ
ゴ
は
、
昭
和
四
十
八
年
ま
で
増
加
し
た
。
タ
マ
ネ
ギ
は
、
や
や
変
動
が
あ
る
も
の
の
、
当
該
期
間
の
中
で
、

昭
和
四
十
二
年
の
生
産
量
を
下
回
っ
た
年
は
な
か
っ
た
。
昭
和
四
十
年
代
前
半
の
兵
庫
県
で
は
、
タ
マ
ネ
ギ
の
生
産
が
有
名
で

あ
り
、
淡
路
を
主
産
地
と
し
て
県
内
に
お
け
る
野
菜
類
の
生
産
額
の
四
五
％
を
占
め
て
い
た
。
戦
前
は
大
量
に
海
外
に
輸
出
さ

れ
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
戦
後
は
ほ
と
ん
ど
輸
出
さ
れ
ず
、
近
畿
圏
内
に
出
荷
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
宍し

粟そ
う

・
氷
上
・
多

紀
郡
に
か
け
て
の
地
域
や
播
磨
の
内
陸
部
に
多
い
マ
ツ
タ
ケ
、
城
崎
・
養や

ぶ父
・
宍
粟
郡
と
豊
岡
市
が
主
産
地
の
シ
イ
タ
ケ
、
丹

有
地
方
に
広
が
る
茶
、
摂
津
か
ら
丹
波
に
か
け
て
の
地
域
や
播
磨
の
山
間
部
宍
粟
・
佐
用
郡
が
主
産
地
で
あ
る
栗
な
ど
が
郷
土

の
産
物
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
こ
で
、
当
時
の
兵
庫
県
に
お
け
る
品
種
改
良
の
状
況
を
振
り
返
る
こ
と
に
し
よ
う
。
明

治
二
十
七
（
一
八
九
四
）
年
に
兵
庫
県
農
業
試
験
場
が
明
石
市
に
創
立
さ
れ
て
以
来
、
先
進

国
の
技
術
を
受
け
入
れ
つ
つ
、
試
験
研
究
を
繰
り
返
し
、
品
種
改
良
が
な
さ
れ
て
い
っ
た
。

こ
の
時
期
に
品
種
の
選
抜
や
育
成
及
び
発
明
や
発
見
が
な
さ
れ
た
も
の
は
、
昭
和
四
十
七
年

に
酒
米
の
兵
系
酒
一
八
号
、
五
十
二
年
に
イ
チ
ゴ
の
明め
い
宝ほ

う
、
五
十
三
年
に
丹
波
ヤ
マ
ノ
イ
モ

の
秀
し
ゅ
う

丸ま
る

な
ど
が
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
農
業
を
は
じ
め
と
す
る
第
一
次
産
業
は
、
他
の
産
業
と
は
大
き
く
異
な
り
、

農
産
物
は
自
然
環
境
の
影
響
を
受
け
や
す
く
、
生
活
必
需
品
で
あ
る
た
め
価
格
や
所
得
が
多

写真 44　県農業試験場の酒米品種改良試験地
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少
変
化
し
て
も
大
き
く
需
要
が
変
わ
り
に
く
い
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
豊
作
に
な
り
供
給
が
増
え
て
も
収
入
が
減

る
と
い
う
現
象
（
豊
作
貧
乏
）
が
起
こ
り
や
す
く
、
価
格
の
変
動
が
大
き
く
な
る
こ
と
か
ら
、
農
家
の
所
得
が
不
安
定
に
な
る

傾
向
に
あ
る
。
そ
の
中
で
、
政
府
の
介
入
が
な
く
、
市
場
経
済
に
任
せ
て
い
る
と
、
農
家
の
意
欲
が
失
わ
れ
、
食
糧
の
安
定
的

な
供
給
が
で
き
な
く
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
こ
の
た
め
、
価
格
や
供
給
の
安
定
を
図
る
取
組
が
行
わ
れ
て
き
た
。

　
戦
時
中
は
、
昭
和
十
七
年
か
ら
政
府
が
主
食
の
米
や
麦
を
買
い
入
れ
る
食
糧
管
理
制
度
（
以
下
、
食
管
制
度
・
食
管
）
が
実
施

さ
れ
、
こ
れ
ら
の
流
通
や
価
格
が
規
制
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
物
価
の
安
定
や
食
糧
の
安
定
供
給
が
目
論
ま
れ
て
い
た
。

戦
時
中
の
食
料
価
格
や
食
料
供
給
の
安
定
化
に
は
一
定
の
効
果
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
食
管
制
度
で
あ
る
が
、
政
府
が
食
料
価

格
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
も
の
で
、
市
場
の
原
理
に
反
す
る
こ
と
か
ら
批
判
も
あ
り
、
非
効
率
に
な
る
と
い
う
問
題
も
生
じ
て

い
た
。
特
に
、
昭
和
四
十
二
～
四
十
三
年
、
日
本
で
米
は
大
豊
作
と
な
り
、
米
の
過
剰
が
顕
在
化
し
、
食
管
会
計
の
赤
字
が
拡

大
し
た
。

　
こ
う
し
た
背
景
の
下
、
昭
和
四
十
四
年
四
月
の
稲
作
転
換
実
施
要
領
に
よ
り
、
四
十
四
年
産
か
ら
史
上
最
大
と
も
い
え
る
米

の
生
産
調
整
が
行
わ
れ
た
。
同
年
五
月
十
六
日
に
は
、
自
主
流
通
米
制
度
が
創
設
さ
れ
、
政
府
を
通
じ
な
い
米
の
流
通
が
行
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
諮
問
機
関
で
あ
っ
た
兵
庫
県
農
業
会
議
で
は
、昭
和
四
十
四
年
三
月
に
総
合
農
政・

自
主
流
通
米
制
度
に
対
す
る
態
度
・
対
策
を
、
ま
た
、
同
年
十
一
月
に
米
の
生
産
調
整
に
対
す
る
基
本
方
針
を
決
定
し
、
次
年

度
に
建
議
す
る
こ
と
と
し
た
。
兵
庫
県
農
業
会
議
は
、
不
満
と
反
発
を
感
じ
な
が
ら
も
、
や
む
を
得
な
い
事
情
で
あ
る
と
し
て

容
認
し
、
円
滑
に
協
力
す
る
態
勢
を
取
っ
た
。
自
主
流
通
米
制
度
に
関
し
て
も
、
食
管
制
度
の
考
え
と
矛
盾
す
る
も
の
と
い
う
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意
見
を
表
明
し
な
が
ら
も
、
自
由
化
へ
の
試
験
的
実
施
と
捉
え
、
農
業
者
等
へ
の
啓
蒙
活
動
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
た
。
米
の

生
産
調
整
に
関
し
て
も
、
そ
れ
を
認
め
な
が
ら
も
、
総
合
農
政
の
展
開
、
食
管
制
度
の
堅
持
、
転
換
補
償
な
ど
を
前
提
と
し
た
。

　
昭
和
四
十
五
年
産
米
の
生
産
調
整
は
全
国
的
目
標
を
上
回
っ
た
が
、
米
の
過
剰
傾
向
が
続
い
た
た
め
、
政
府
は
、
四
十
五
年

十
二
月
、
①
生
産
調
整
の
期
間
を
五
年
と
す
る
、
②
予
約
限
度
数
量
を
定
め
、
政
府
買
入
れ
は
そ
の
範
囲
内
と
す
る
、
③
限
度

を
超
え
た
米
は
農
業
団
体
が
保
管
売
却
す
る
と
い
う
方
針
を
打
ち
出
し
た
。
こ
れ
に
基
づ
き
、
昭
和
四
十
六
年
産
米
か
ら
買
入

れ
制
限
が
実
施
さ
れ
た
。
兵
庫
県
農
業
会
議
で
は
、
昭
和
四
十
六
年
度
よ
り
稲
作
転
換
促
進
対
策
事
業
を
実
施
し
、「
稲
作
転

換
条
件
の
整
備
に
関
す
る
提
言
」
等
を
取
り
ま
と
め
、
国
・
県
へ
施
策
の
充
実
を
要
望
し
続
け
た
。

　
米
や
麦
の
主
食
だ
け
で
な
く
、
食
料
の
中
で
主
要
な
ウ
エ
イ
ト
を
占
め
る
野
菜
の
価
格
を
安
定
化
さ
せ
る
こ
と
も
重
要
な
課

題
で
あ
っ
た
。
主
要
な
野
菜
の
価
格
が
著
し
く
低
下
し
た
場
合
に
生
産
者
補
給
金
を
交
付
す
る
野
菜
価
格
安
定
対
策
事
業
は
、

野
菜
農
家
の
健
全
な
発
展
と
消
費
生
活
の
安
定
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
昭
和
四
十
一
年
度
に
国
に
お
い
て
制
度
化
さ

れ
た
。
そ
の
後
、
昭
和
四
十
五
年
度
か
ら
兵
庫
県
は
国
の
制
度
を
補
完
す
る
た
め
、
独
自
の
補
給
金
の
交
付
を
行
い
、
そ
の
充

実
を
図
っ
た
。
特
に
昭
和
四
十
九
～
五
十
一
年
度
の
間
に
は
、
四
十
八
年
末
の
石
油
危
機
に
よ
る
物
価
高
騰
に
対
応
す
る
た
め
、

県
内
市
場
へ
の
出
荷
を
促
進
す
る
県
内
契
約
出
荷
事
業
を
実
験
的
に
実
施
し
、
県
民
に
対
す
る
安
定
供
給
と
価
格
の
高
騰
抑
制

に
寄
与
し
た
。

　
昭
和
五
十
年
度
か
ら
は
、
都
市
へ
の
野
菜
の
安
定
的
供
給
を
確
保
す
る
た
め
、
指
定
す
る
野
菜
の
数
量
確
保
が
必
要
な
場
合

に
、
登
録
出
荷
団
体
等
に
交
付
金
を
交
付
し
、
出
荷
を
促
す
野
菜
供
給
確
保
事
業
を
実
施
し
た
。
ま
た
、
昭
和
五
十
三
年
度
か

ら
国
制
度
の
対
象
外
の
野
菜
で
地
域
農
業
の
振
興
上
重
要
な
も
の
に
つ
い
て
、
特
定
野
菜
等
価
格
安
定
対
策
事
業
や
水
田
利
用
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再
編
対
策
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
転
作
野
菜
価
格
安
定
事
業
を
実
施
し
た
。

　
さ
ら
に
五
十
二
年
度
か
ら
は
、
価
格
安
定
制
度
に
加
え
て
、
農
家
の
野
菜
生

産
意
欲
を
維
持
促
進
し
、
生
産
を
安
定
的
に
す
る
た
め
に
野
菜
の
災
害
補
償
金

交
付
事
業
を
実
施
し
た
。

　
畜
産
物
に
つ
い
て
は
、
所
得
が
増
加
す
る
と
需
要
が
大
き
く
増
加
す
る
傾
向

に
あ
る
た
め
、
経
済
発
展
と
と
も
に
大
き
く
需
要
が
増
加
し
、
そ
れ
に
伴
い
増

産
す
る
必
要
が
生
じ
た
。
昭
和
四
十
四
年
度
に
は
、
肉
用
牛
な
ど
の
家
畜
導
入

事
業
を
拡
大
、
家か

禽き
ん
で
は
新
た
に
清
浄
ひ
な
の
育
成
を
促
進
し
た
。
ま
た
、
後

述
の
と
お
り
、
畜
産
に
関
す
る
基
盤
設
備
が
積
極
的
に
行
わ
れ
た
が
、
飼
料
の

高
騰
に
よ
り
、
昭
和
四
十
年
代
後
半
頃
か
ら
飼
育
頭
数
は
減
少
す
る
傾
向
が
見

ら
れ
た
。

　
ま
た
、
こ
の
時
代
に
は
、
ニ
ュ
ー
カ
ッ
ス
ル
病
の
発
生
が
問
題
と
な
っ
た
。

ニ
ュ
ー
カ
ッ
ス
ル
病
と
は
、
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
鶏
を
は
じ
め
多
く
の
鳥
類
が
感
染
す
る
病
気
で
あ
り
、
死
亡
や
産
卵
異
常
を
発

症
す
る
。
兵
庫
県
で
は
昭
和
四
十
二
年
に
発
生
し
、そ
の
対
策
や
補
償
、予
防
な
ど
が
県
議
会
に
お
い
て
も
議
論
の
対
象
と
な
っ

た
。
昭
和
四
十
三
年
度
に
ニ
ュ
ー
カ
ッ
ス
ル
病
の
被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
べ
く
、
ニ
ュ
ー
カ
ッ
ス
ル
対
策
事
業
が
発
表
さ

れ
、
予
防
接
種
等
の
自
衛
防
疫
事
業
、
鶏
病
対
策
協
議
会
へ
の
鶏
病
対
策
推
進
事
業
の
委
託
、
鶏
の
育
雛
効
率
に
関
す
る
調
査

委
託
事
業
な
ど
が
行
わ
れ
た
。
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農
地
保
有

の
合
理
化

農
地
保
有
に
関
し
て
、
こ
の
頃
規
模
の
拡
大
が
課
題
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
ま
ず
、
制
度
の
変
化
に
つ
い
て
振
り

返
る
こ
と
に
す
る
。
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
戦
前
の
寄
生
地
主
的
土
地
所
有
を
解
体
し
、
自
作
農
を
創
設
す
る

た
め
、
昭
和
二
十
一
年
に
、
自
作
農
創
設
特
別
措
置
法
の
制
定
に
よ
り
農
地
改
革
が
行
わ
れ
た
。
耕
作
し
て
い
る
小
作
人
に
農

地
を
売
り
渡
し
、
労
働
の
成
果
を
公
正
に
享
受
で
き
る
自
作
農
を
創
設
し
た
。
こ
の
結
果
、
兵
庫
県
で
は
三
万
八
〇
〇
〇
町
の

小
作
地
が
買
収
さ
れ
て
自
作
地
と
な
り
、
一
六
万
八
〇
〇
〇
人
の
自
作
農
が
創
設
さ
れ
た
。
昭
和
二
十
年
に
お
い
て
自
作
地
五

八
％
、
小
作
地
四
二
％
で
あ
っ
た
の
が
、
二
十
七
年
に
は
自
作
地
九
一
％
、
小
作
地
九
％
と
大
き
く
変
わ
っ
た
。
農
地
改
革
は

地
主
─
小
作
関
係
に
メ
ス
を
入
れ
、
農
村
の
民
主
化
、
雇
用
、
食
糧
供
給
等
に
多
大
の
貢
献
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
の
農
業
構

造
が
、
経
営
規
模
が
零
細
で
農
地
が
分
散
す
る
要
因
と
も
な
っ
た
。

　
昭
和
二
十
七
年
、
農
地
改
革
の
成
果
を
維
持
し
、
耕
作
者
の
農
地
の
取
得
促
進
と
利
用

関
係
を
調
整
す
る
た
め
、
農
地
法
が
制
定
さ
れ
た
。
地
主
制
復
活
を
阻
止
す
る
た
め
に
、

農
地
の
賃
貸
借
、
所
有
権
移
転
な
ど
の
権
利
移
動
に
つ
い
て
は
農
業
委
員
会
の
許
可
を
、

農
地
を
農
地
以
外
の
目
的
に
利
用
す
る
転
用
に
つ
い
て
は
知
事
の
許
可
を
要
す
る
こ
と
と

し
、
農
地
の
権
利
取
得
や
農
地
以
外
の
利
用
に
関
し
て
厳
格
な
規
制
を
設
け
た
。

　
し
か
し
、
経
済
が
高
度
化
す
る
に
つ
れ
て
離
農
者
が
増
加
し
、
ま
た
、
耕
地
面
積
も
減

少
し
て
い
く
中
で
、
農
地
の
あ
り
方
を
見
直
し
て
い
く
必
要
が
生
じ
、
や
る
気
の
あ
る
農

家
へ
の
土
地
の
集
約
が
重
要
な
課
題
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
昭
和
三
十
六
年
に
農
業
基
本

法
が
制
定
さ
れ
、
農
業
を
離
れ
他
の
産
業
に
移
行
し
た
者
の
農
地
を
専
業
農
家
へ
集
積
し
、
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所
有
権
を
移
転
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
作
農
の
規
模
拡
大
が
目
指
さ
れ
た
。
あ
わ
せ
て
、
翌
三
十
七
年
に
農
地
法
が
改
正
さ
れ
、

農
地
の
権
利
取
得
の
最
高
面
積
制
限
を
緩
和
す
る
と
と
も
に
、
農
業
生
産
法
人
制
度
や
農
地
信
託
制
度
が
設
け
ら
れ
た
。

　
し
か
し
、
稲
作
栽
培
技
術
の
向
上
に
よ
る
労
働
時
間
の
短
縮
な
ど
に
よ
っ
て
兼
業
が
進
展
し
、
所
有
権
移
転
に
よ
る
規
模
拡

大
は
思
う
よ
う
に
進
ま
な
か
っ
た
。
こ
れ
ま
で
の
農
地
制
度
は
耕
作
権
保
護
が
重
視
さ
れ
、「
農
地
は
貸
し
た
ら
戻
ら
な
い
」

と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
た
め
、
昭
和
四
十
五
年
の
農
地
法
改
正
で
は
、
耕
作
者
の
保
護
の
緩
和
、
県
公
社
に
よ
る
農
地
の
仲
介

な
ど
借
地
を
含
む
農
地
の
流
動
化
を
促
進
し
た
。

　
一
方
、昭
和
四
十
四
年
に「
農
業
振
興
地
域
の
整
備
に
関
す
る
法
律
」（
以
下
、農
振
法
）が
制
定
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
優
良
農
地

を
中
心
に
農
業
地
域
を
保
全
・
形
成
し
、
計
画
的
な
農
業
投
資
を
行
う
た
め
の
長
期
的
な
土
地
利
用
計
画
制
度
で
あ
っ
た
。

こ
の
制
度
で
は
、
集
団
的
農
用
地
や
公
共
投
資
の
対
象
と
な
っ
た
農
地
等
の
優
良
農
地
を
農
用
地
区
域
と
し
て
設
定
し
、
原
則

と
し
て
転
用
を
禁
止
し
た
。

　
さ
ら
に
、
昭
和
五
十
年
に
は
農
振
法
が
一
部
改
正
さ
れ
、
農
用
地
利
用
増
進
事
業
が
創
設
さ
れ
た
。
こ
の
事
業
は
貸
し
手
が

農
地
を
安
心
し
て
貸
せ
る
よ
う
、
市
町
村
が
主
体
と
な
り
農
地
法
上
の
許
可
を
要
さ
ず
に
農
地
の
集
団
的
な
権
利
移
動
を
実
現

す
る
も
の
で
、
貸
借
に
よ
る
農
業
経
営
規
模
の
拡
大
を
通
じ
た
中
核
的
農
家
の
育
成
を
推
進
し
た
。
そ
こ
で
は
、
農
業
委
員
会

と
農
地
行
政
と
の
間
で
農
地
管
理
が
二
元
化
し
、
ま
た
、
農
業
委
員
会
系
統
組
織
の
位
置
づ
け
も
明
ら
か
で
な
か
っ
た
。
そ
の

た
め
、
農
業
委
員
会
系
統
組
織
は
、
改
正
法
審
議
中
の
段
階
か
ら
慎
重
な
審
議
を
要
請
し
て
い
た
。
こ
の
結
果
を
受
け
、
知
事

が
農
用
地
利
用
増
進
規
程
の
認
可
等
を
行
う
場
合
は
農
業
会
議
の
意
見
を
、
市
町
村
が
農
用
地
利
用
計
画
を
定
め
る
場
合
は
農

業
委
員
会
の
決
定
が
必
要
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
農
地
行
政
の
二
元
化
が
修
正
さ
れ
た
。
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二
　
農
林
水
産
業
に
関
す
る
基
盤
整
備

農
業
に
関
す

る
基
盤
整
備

昭
和
四
十
年
代
前
半
、
兵
庫
県
の
農
林
水
産
業
は
、
高
度
経
済
成
長
や
機
械
化
の
促
進
に
よ
り
、
経
営
形
態

が
大
き
く
変
貌
し
て
い
た
。
こ
の
た
め
、
県
は
、
昭
和
四
十
二
年
度
に
六
二
地
域
で
林
業
、
漁
業
、
山
林
振

興
事
業
を
含
む
構
造
改
善
事
業
に
取
り
組
ん
だ
。
特
に
、
生
産
性
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
、
圃ほ

場じ
ょ
う

条
件
の
整
備
、
基
幹
か
ん

が
い
排
水
施
設
の
整
備
、
農
用
地
の
開
発
等
の
関
係
事
業
を
六
〇
地
区
で
実
施
す
る
こ
と
に
し
た
。

さ
ら
に
、
昭
和
四
十
五
年
に
は
、
国
営
東
播
用
水
農
業
水
利
事
業
が
開
始
さ
れ
、
年
間
降
水
量
の

少
な
い
瀬
戸
内
海
地
域
の
気
候
の
下
で
安
定
的
に
水
を
供
給
す
べ
く
、
大
規
模
な
ダ
ム
建
設
な
ど

が
推
進
さ
れ
た
。
ま
た
、
農
業
施
設
の
災
害
防
止
を
図
る
た
め
に
、
老
朽
化
し
た
た
め
池
の
改
修

や
地
す
べ
り
防
止
事
業
を
行
っ
た
。

　
昭
和
四
十
九
年
に
は
、
農
業
経
営
の
機
械
化
と
生
産
性
の
向
上
を
図
る
た
め
に
、
大
規
模
県
営

圃
場
整
備
を
二
二
地
区
で
実
施
す
る
と
と
も
に
、
市
町
土
地
改
良
区
が
行
う
四
七
地
区
の
団
体
営

圃
場
整
備
に
助
成
し
た
。
昭
和
五
十
年
に
農
業
に
欠
か
せ
な
い
か
ん
が
い
排
水
事
業
を
篠
山
川
沿

岸
地
区
等
一
三
カ
所
で
行
い
、
老
朽
た
め
池
の
改
修
を
三
原
町
（
現
南
あ
わ
じ
市
）
の
正
木
池
な

ど
県
営
五
地
区
と
団
体
営
五
〇
地
区
で
行
う
と
発
表
し
て
い
る
。
ま
た
、
農
業
団
地
の
育
成
が
図

ら
れ
、
農
業
施
設
の
近
代
化
や
経
営
規
模
の
拡
大
を
進
め
高
能
率
な
モ
デ
ル
的
生
産
団
地
と
す

る
農
村
施
設
等
総
合
整
備
事
業
を
、
比
較
的
生
産
基
盤
が
整
っ
て
い
る
和
田
山
町
（
現
朝あ

さ
来ご

市
）

で
実
施
し
た
。
但
馬
で
は
広
域
営
農
団
地
の
造
成
を
進
め
、
生
産
出
荷
体
制
の
組
織
化
と
電
算

写真 45　稲美町天満地区における県営圃場整備事業（左側）
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機
の
利
用
シ
ス
テ
ム
の
開
発
を
促
進
し
た
。
ま
た
、
安
富
町
（
現
姫
路
市
）、
日
高
町
（
現
豊
岡
市
）
等
の
四
町
で
農
村
総
合
整

備
モ
デ
ル
事
業
を
、
東
浦
町
（
現
淡
路
市
）
に
お
い
て
農
村
基
盤
総
合
整
備
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
を
推
進
し
た
。

　
畜
産
に
お
い
て
は
、
昭
和
四
十
年
代
後
半
に
促
進
さ
れ
た
畜
産
の
団
地
化
が
顕
著
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
畜
産
農
家
を
適
地
に

集
団
移
転
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
畜
産
環
境
問
題
の
改
善
を
図
る
と
と
も
に
、
経
営
の
合
理
化
と
規
模
拡
大
を
促
進
す
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
特
に
、
昭
和
四
十
六
年
に
は
、
丹
波
地
方
で
肉
用
牛
主
畜
生
産
基
地
の
整
備
が
開
始
さ
れ
、

山
林
原
野
を
開
発
し
草
地
飼
料
畑
の
造
成
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
は
、
多
頭
飼
育
に
よ
る
効
率
的
な
畜
産
を
図
り
、
畜
産
経
営
技

術
の
改
善
促
進
な
ど
も
目
指
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
畜
産
団
地
造
成
用
地
の
取
得
を
容
易
に
す
る
た
め
、
県
が
土
地
を
確
保
・

造
成
し
て
分
譲
す
る
高
原
分
譲
牧
場
を
実
現
す
る
た
め
の
調
査
に
も
着
手
し
た
。
ま
た
、
西
播
磨
地
域
で
大
規
模
な
畜
産
団
地

を
つ
く
る
た
め
の
調
査
も
開
始
さ
れ
た
。

水
産
業
に
関
す

る
基
盤
整
備

水
産
業
に
お
い
て
も
人
工
漁
場
や
養
殖
漁
場
等
の
整
備
が
図
ら
れ
た
。
そ
の
契
機
と
な
っ
た
の
が
「
と
る
漁

業
か
ら
育
て
る
漁
業
へ
の
転
換
」
で
あ
る
。
そ
の
背
景
と
し
て
、
瀬
戸
内
海
を
中
心
と
す
る
沿
岸
地
域
に
お

け
る
埋
立
て
に
よ
る
藻
場
・
干
潟
の
減
少
や
、
工
業
排
水
・
生
活
排
水
に
よ
る
赤
潮
の
発
生
、
有
害
な
化
学
物
質
等
に
よ
る
水

質
汚
染
の
深
刻
化
な
ど
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
は
、
沿
岸
漁
業
に
打
撃
を
与
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
昭
和
五
十
年
に
は
二
〇
〇
海

里
水
域
制
限
が
課
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
沿
岸
か
ら
二
〇
〇
海
里
（
約
三
七
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
ま
で
の
海
で
し
か
漁
業
を
行
う

こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
。
そ
れ
に
伴
い
、
遠
洋
漁
業
も
困
難
な
状
況
に
な
っ
て
い
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
従
来
の
漁
業
を
取

り
巻
く
環
境
が
悪
化
し
た
た
め
、
水
産
資
源
を
積
極
的
に
増
大
す
べ
く
、
栽
培
漁
業
の
振
興
が
叫
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
水
産
業
の
詳
し
い
状
況
は
後
述
す
る
が
、
代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
昭
和
五
十
三
年
に
大
型
、
並
型
合
わ
せ
て
一
七
カ
所
の
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魚
礁
が
設
置
さ
れ
、
南
淡
路
沖
で
の
大
規
模
増
殖
場
開
発
調
査
、
日
本
海
で
の
人
工
礁
漁
場

造
成
調
査
を
進
め
た
。
ま
た
、
新
た
に
但
馬
沖
で
の
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
育
成
漁
場
の
造
成
を
始
め
、

冬
の
味
覚
を
呼
び
戻
す
た
め
に
廃
船
を
沈
め
て
「
カ
ニ
の
楽
園
」
の
建
設
が
進
め
ら
れ
た
。

　
昭
和
五
十
四
年
に
は
、
明
石
市
の
二ふ
た

見み

人
工
島
に
三
カ
年
計
画
で
栽
培
漁
業
セ
ン
タ
ー
の

建
設
を
始
め
た
。
従
来
か
ら
県
水
産
試
験
場
で
進
め
て
き
た
ク
ル
マ
エ
ビ
、
ガ
ザ
ミ
に
加
え
、

同
セ
ン
タ
ー
で
マ
ダ
イ
、
カ
レ
イ
な
ど
の
種
苗
生
産
を
大
量
に
行
う
こ
と
を
目
指
し
た
。
ま

た
、
沖
合
漁
業
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
中
、
沿
岸
漁
業
の
振
興
を
目
指
し
、
香
住
町
（
現
香

美
町
）
沖
に
四
カ
年
計
画
で
大
規
模
な
魚
礁
の
造
成
を
進
め
る
と
と
も
に
、
鋼
材
を
使
っ
た

大
規
模
な
大
陸
棚
（
人
工
藻
場
）
を
整
備
す
る
構
想
の
調
査
が
但
馬
沖
で
進
め
ら
れ
た
。

三
　
卸
売
市
場
の
充
実

　
高
度
経
済
成
長
期
は
、
兵
庫
県
だ
け
で
な
く
、
日
本
全
体
で
人
口
が
急
速
に
増
加
し
た
が
、
そ
れ
に
対
応
し
十
分
な
食
料
を

提
供
す
る
必
要
が
生
じ
た
。
ま
た
、
人
々
の
所
得
が
向
上
す
る
に
つ
れ
、
食
肉
等
、
畜
産
物
の
需
要
も
増
加
し
た
。
こ
の
よ
う

な
需
要
の
増
加
へ
の
対
応
の
一
環
と
し
て
、
卸
売
市
場
の
充
実
が
図
ら
れ
た
。

　
県
で
は
、
卸
売
市
場
に
つ
い
て
需
給
の
動
向
や
流
通
の
現
状
を
見
直
し
、
昭
和
四
十
三
年
に
卸
売
市
場
整
備
計
画
を
策
定
し

た
。
第
一
次
兵
庫
県
卸
売
市
場
整
備
計
画
は
、
昭
和
五
十
二
年
を
目
標
年
次
と
し
、
青
果
物
・
水
産
物
な
ど
品
目
別
の
流
通
圏

を
設
定
し
た
上
で
、
①
県
内
生
鮮
食
料
品
流
通
の
基
幹
市
場
で
あ
る
中
央
卸
売
市
場
を
中
核
と
し
、
②
そ
の
流
通
圏
内
に
あ
っ

図 28　但馬沖人工大陸棚構想
（『ニューひょうご』より引用）
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て
補
完
的
機
能
を
持
つ
補
完
市
場
、
③
地
域
的
集
散
機
能
を
持
ち
、
地
方
の
中
心
的
市
場
と

な
る
拠
点
市
場
及
び
配
給
市
場
の
区
分
に
よ
り
卸
売
市
場
を
配
置
す
る
こ
と
と
し
た
。
具
体

的
に
は
、
神
戸
市
中
央
卸
売
市
場
東
部
市
場
、
姫
路
市
食
肉
セ
ン
タ
ー
、
明
石
総
合
卸
売
市

場
な
ど
の
卸
売
市
場
を
整
備
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
昭
和
四
十
七
年
に
は
、
第
二
次
兵
庫
県
卸
売
市
場
整
備
計
画
が
策
定
さ
れ
、
四
十
九
年
に

花
き
に
係
る
内
容
を
追
加
し
た
。
ま
た
、
昭
和
四
十
九
年
か
ら
流
通
機
構
の
整
備
の
重
要
性

に
鑑
み
、
次
の
対
策
を
と
る
こ
と
と
し
た
。
①
明
石
（
公
設
）、
篠
山・養
父
（
民
営
）
に
加
え
、

三
田
総
合
・
赤
穂
・
南
淡
路
の
三
つ
の
民
営
卸
売
市
場
の
整
備
に
対
し
、
新
た
に
助
成
す
る
。

②
容
器
の
規
格
を
統
一
す
る
こ
と
で
、
野
菜
の
積
上
げ
が
可
能
と
な
り
、
搬
出
入
の
合
理
化

や
衛
生
的
な
環
境
で
の
管
理
が
可
能
と
な
る
た
め
、
加
古
川
、
氷
上
の
地
方
卸
売
市
場
で
テ
ス
ト
を
行
う
。
③
農
業
協
同
組
合

の
生
鮮
食
料
品
販
売
施
設
や
淡
路
み
か
ん
の
集
選
果
貯
蔵
セ
ン
タ
ー
の
設
置
に
補
助
す
る
。
④
小
売
商
業
の
近
代
化
に
必
要
な

店
舗
の
共
同
化
資
金
・
共
同
施
設
資
金
の
貸
付
け
や
組
織
づ
く
り
を
進
め
る
。
⑤
西
宮
市
山
口
町
に
阪
神
流
通
セ
ン
タ
ー
を
昭

和
五
十
一
年
の
供
用
開
始
を
目
指
し
て
整
備
す
る
。

　
ま
た
、
昭
和
四
十
九
年
に
は
、
県
農
林
水
産
部
に
食
品
流
通
課
を
設
置
し
、
農
畜
水
産
物
の
生
産
か
ら
流
通
、
消
費
に
至
る

総
合
的
、
体
系
的
な
推
進
体
制
を
整
備
し
た
。

写真 46　明石市公設地方卸売市場

第一編　高度経済成長とひずみ

166



四
　
高
度
経
済
成
長
下
に
お
け
る
林
業
と
水
産
業

林
業
の
基
盤
整
備
と

労
働
力
不
足
へ
の
対
応

戦
中
・
戦
後
の
森
林
の
大
量
伐
採
と
相
次
い
だ
台
風
災
害
等
に
よ
っ
て
森
林
は
大
き
く
荒
廃
し
て
い

た
。
当
時
、
喫
緊
の
課
題
で
あ
っ
た
造
林
未
済
地
の
解
消
は
、
昭
和
三
十
年
代
前
半
に
実
現
し
た
が
、

我
が
国
経
済
の
著
し
い
成
長
に
伴
う
木
材
需
要
の
急
激
な
増
大
に
対
処
す
る
た
め
、
天
然
林
を
伐
採
し
、
跡
地
に
ス
ギ
や
ヒ
ノ

キ
を
植
林
す
る
人
工
林
化
へ
の
要
請
が
高
ま
っ
て
い
た
。

　
昭
和
四
十
年
代
、
五
十
年
代
の
兵
庫
県
の
林
野
面
積
は
概
ね
五
八
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
前
後
で
推
移
し
、
県
土
面
積
の
七
割
を
占

め
て
い
た
が
、
四
十
一
年
に
策
定
さ
れ
た
「
県
勢
振
興
計
画
」
で
は
、
林
業
に
関
し
て
、
林
野
面
積
は
広
い
一
方
、
生
産
性
が

低
い
こ
と
を
問
題
視
し
て
い
る
。
生
産
性
の
低
さ
の
要
因
と
し
て
、
労
働
者
が
高
齢
化
し
て
い
る
こ
と
や
人
工
林
・
林
道
な
ど

の
生
産
基
盤
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
、
森
林
所
有
者
の
経
営
規
模
が
零
細
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
、
林
業
振
興
の
た
め
に
は
、

拡
大
造
林
の
推
進
や
林
道
網
の
整
備
及
び
林
業
経
営
の
改
善
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
提
言
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

昭
和
三
十
三
年
に
分
収
造
林
特
別
措
置
法
が
制
定
さ
れ
て
お
り
、
国
全
体
で
、
林
業
の
発
展
と
森
林
の
有
す
る
諸
機
能
の
維
持

増
進
の
た
め
に
分
収
方
式
に
よ
る
造
林
及
び
育
林
を
促
進
さ
せ
よ
う
と
す
る
動
き
が
見
ら
れ
た
。
こ
の
分
収
造
林
特
別
措
置
法

に
基
づ
き
、
森
林
所
有
者
以
外
の
資
金
や
技
術
を
導
入
し
て
造
林
を
行
う
分
収
造
林
の
推
進
母
体
と
し
て
、
昭
和
三
十
七
年
に

兵
庫
県
造
林
公
社
（
現
ひ
ょ
う
ご
農
林
機
構
）
が
設
立
さ
れ
た
。
昭
和
三
十
三
年
に
は
優
良
な
造
林
用
苗
木
を
供
給
す
る
た
め
、

一
年
生
苗
木
を
養
成
す
る
県
営
樹
苗
養
成
事
業
が
始
ま
る
と
と
も
に
、
木
材
の
円
滑
な
供
給
を
図
る
た
め
木
材
業
者
登
録
条
例

が
施
行
さ
れ
た
。

　
昭
和
四
十
二
年
に
は
、
広
域
基
幹
林
道
の
開
設
に
着
手
す
る
と
と
も
に
、
四
十
七
年
か
ら
は
、
過
疎
地
域
に
お
い
て
都
道
府
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県
代
行
整
備
事
業
に
よ
り
林
道
整
備
を
実
施
す
る
な
ど
の
生
産
基
盤
の
整
備
も
進
め
ら
れ
た
。

　
ま
た
、
昭
和
三
十
七
年
の
森
林
法
改
正
に
お
い
て
、
森
林
資
源
の
保
続
と
森
林
生
産
力
の
増
大
を
図
る
た
め
、
普
通
林
の
伐

採
が
許
可
制
か
ら
事
前
届
出
制
に
緩
和
さ
れ
る
と
と
も
に
、
農
林
水
産
大
臣
が
全
国
森
林
計
画
を
、
都
道
府
県
知
事
が
地
域
森

林
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。
兵
庫
県
に
お
い
て
も
、
昭
和
三
十
八
年
に
八
つ
の
森
林
計
画
区
に
お
い
て
、
伐
採
や
造

林
に
関
す
る
計
画
事
項
な
ど
を
定
め
た
地
域
森
林
計
画
を
策
定
し
た
。

　
さ
ら
に
、
森
林
に
つ
い
て
所
有
権
の
近
代
化
と
明
確
化
を
更
に
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
入
会
林
野
近
代
化
法
が
昭
和

四
十
一
年
に
制
定
さ
れ
た
の
を
契
機
に
、県
内
で
は
、
入
会
山
に
お
け
る
生
産
森
林
組
合
の
設
立
が
加
速
度
的
に
進
め
ら
れ
た
。

　
こ
れ
ら
の
取
組
を
軸
に
、
生
産
性
の
低
い
広
葉
樹
林
や
原
野
か
ら
、
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
、
マ
ツ
等
の
生
産
性
の
高
い
人
工
林
へ

の
切
替
え
を
更
に
促
進
す
る
た
め
、
県
の
補
助
や
融
資
に
よ
る
造
林
事
業
が
進
め
ら
れ
た
。
と
り
わ
け
、
大
規
模
な
分
収
造
林

事
業
を
展
開
し
た
兵
庫
県
造
林
公
社
や
森
林
開
発
公
団
（
現
森
林
研
究
・
整
備
機
構
森
林
整
備
セ
ン
タ
ー
）
は
、
造
林
の
推
進
に
大

き
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
と
な
っ
た
。

　
昭
和
四
十
年
代
に
な
る
と
、
高
度
経
済
成
長
の
下
で
四
十
八
年
を
ピ
ー
ク
に
木
材
需
要
は
拡
大
を
続
け
た
が
、
そ
の
需
要
は

輸
入
自
由
化
で
急
増
し
た
安
価
な
外
材
丸
太
に
よ
っ
て
奪
わ
れ
、
国
産
材
の
供
給
量
は
逆
に
減
少
し
て
い
っ
た
。

　
高
度
経
済
成
長
期
に
入
り
、
全
国
的
に
も
工
業
と
農
林
漁
業
の
所
得
格
差
が
問
題
に
な
っ
た
。
林
業
に
お
い
て
は
、
旺
盛
な

木
材
需
要
に
対
応
し
、
国
産
材
を
安
定
的
に
供
給
で
き
る
よ
う
、
林
業
総
生
産
を
増
大
す
る
こ
と
な
ど
を
目
標
と
し
て
、
昭
和

三
十
九
年
に
林
業
基
本
法
が
制
定
さ
れ
た
。
同
年
か
ら
開
始
さ
れ
た
第
一
次
林
業
構
造
改
善
事
業
に
よ
り
、
林
業
の
基
盤
整
備

が
全
国
で
展
開
さ
れ
、
兵
庫
県
で
は
、
昭
和
四
十
九
年
度
ま
で
に
林
道
の
開
設
な
ど
の
生
産
基
盤
整
備
や
、
集
材
機
や
索
道
な
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ど
の
素
材
生
産
施
設
、
木
炭
生
産
施
設
、
樹
苗
生
産
施
設
等
の
資
本
整
備
な
ど
が
三
三
市
町
で
行
わ
れ
た
。
さ
ら
に
、
昭
和
四

十
八
年
度
か
ら
五
十
九
年
度
ま
で
に
、
第
二
次
林
業
構
造
改
善
事
業
と
し
て
、
林
業
経
営
の
協
業
化
の
推
進
や
高
度
な
集
約
経

営
の
導
入
、
林
産
物
の
集
出
荷
施
設
の
整
備
等
に
重
点
が
置
か
れ
、
林
道
や
作
業
道
、
貯
木
場
の
整
備
な
ど
、
二
三
町
で
事
業

が
実
施
さ
れ
た
。

　
高
度
成
長
の
一
方
で
、
農
山
村
の
過
疎
化
が
進
行
し
、
若
年
層
の
都
市
部
へ
の
流
出
に
よ
る
林
業
従
事
者
の
減
少
が
深
刻
化

し
つ
つ
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
森
林
組
合
の
合
併
に
よ
る
経
営
基
盤
の
強
化
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
労
働
条
件
改
善
の
た
め
、

県
独
自
の
制
度
と
し
て
、
昭
和
四
十
四
年
に
林
業
労
務
共
済
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
兵
庫
県
森
林
組
合

連
合
会
が
、
林
業
従
事
者
に
対
し
て
、
就
労
日
数
に
応
じ
た
一
時
金
（
就
労
奨
励
金
）
を

支
給
す
る
経
費
の
一
部
を
、
県
が
補
助
す
る
事
業
で
あ
り
、
林
業
従
事
者
の
励
み
と
な
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
林
業
従
事
者
の
季
節
性
に
よ
る
雇
用
の
不
安
定
さ
や
、
社
会
保
障
制
度
へ
の
加

入
の
困
難
さ
等
の
労
働
環
境
の
改
善
を
図
る
こ
と
も
大
き
な
課
題
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、

林
業
労
働
者
の
雇
用
の
安
定
を
図
る
と
と
も
に
、
技
術
的
に
優
れ
た
林
業
従
事
者
の
養
成

を
強
力
に
進
め
、
減
少
傾
向
に
あ
る
林
業
労
働
力
の
確
保
を
目
的
と
し
て
、
昭
和
四
十
九

年
に
、
退
職
一
時
金
給
付
事
業
や
福
祉
関
連
事
業
を
行
う
兵
庫
県
県
営
林
緑
化
労
働
基
金

（
現
兵
庫
県
営
林
緑
化
労
働
基
金
）
が
設
立
さ
れ
、
県
は
当
該
財
団
に
出
捐
を
行
っ
た
。

　
一
方
で
、
昭
和
二
十
年
代
か
ら
造
林
し
た
人
工
林
が
成
長
し
、
下
刈
り
や
除
間
伐
な
ど
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の
保
育
作
業
を
必
要
と
す
る
人
工
林
が
増
加
し
た
こ
と
か
ら
、国
で
は
公
共
事
業（
造
林
事
業
）

の
補
助
対
象
と
し
て
、
昭
和
四
十
八
年
に
下
刈
り
と
雪
起
こ
し
が
、
四
十
九
年
に
除
間
伐
が

追
加
さ
れ
た
。
県
に
お
い
て
も
昭
和
五
十
二
年
に「
兵
庫
県
間
伐
推
進
要
領
」を
制
定
し
、「
間

伐
技
術
指
針
」
や
新
た
に
設
け
た
「
間
伐
技
能
士
認
定
制
度
」
の
下
、
森
林
の
公
益
的
機
能

を
高
め
て
い
く
た
め
の
除
間
伐
を
着
実
に
推
進
す
る
体
制
を
整
え
た
。
間
伐
の
推
進
は
、
そ

の
後
、
林
業
の
振
興
と
森
林
の
適
正
管
理
を
図
る
上
で
の
重
要
な
課
題
の
一
つ
と
し
て
、
現

在
に
至
っ
て
い
る
。

　
林
業
の
生
産
振
興
や
森
林
の
適
正
管
理
を
推
進
す
る
上
で
、
林
業
技
術
の
試
験
研
究
機
関

も
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
昭
和
九
年
、山
崎
町
（
現
宍
粟
市
）
に
林
業
技
術
の
研
究・

開
発
を
担
う
拠
点
機
関
と
し
て
、
兵
庫
県
林
業
試
験
場
（
現
県
立
農
林
水
産
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
・
森
林
林
業
技
術
セ
ン
タ
ー
）
を
開

設
し
た
。
昭
和
十
二
年
に
設
置
し
た
但
馬
出
張
所
を
四
十
三
年
に
緑
化
セ
ン
タ
ー
と
改
称
、翌
四
十
四
年
に
山
東
町（
現
朝
来
市
）

に
新
設
移
転
し
、
林
木
育
種
及
び
優
良
種
苗
事
業
を
推
進
し
た
。
昭
和
四
十
八
年
に
林
業
試
験
場
を
山
崎
町
内
に
新
設
移
転
し
、

林
業
技
術
の
研
究
・
開
発
機
能
の
強
化
を
図
っ
た
。

と
る
漁
業
か
ら

育
て
る
漁
業
へ

「
県
勢
振
興
計
画
」
で
は
、
兵
庫
県
の
漁
業
は
、
全
国
関
係
三
八
府
県
中
ほ
ぼ
中
位
で
あ
り
、
専
業
漁
家
が

多
く
、
魚
類
養
殖
が
盛
ん
で
全
国
一
位
で
あ
る
こ
と
が
特
徴
的
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
瀬
戸
内
漁

業
は
、
埋
立
て
・
汚
水
等
の
公
害
に
よ
り
生
産
力
が
低
下
し
て
い
る
こ
と
、
漁
場
が
開
拓
し
尽
く
さ
れ
て
い
る
た
め
、
人
工
的

に
漁
場
を
造
る
こ
と
が
第
一
の
課
題
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
加
え
て
、
漁
船
規
模
の
拡
大
、
漁
業
者
の
老
齢
化
に
対
応
し
、
経
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営
の
近
代
化
や
労
働
力
を
引
き
付
け
る
魅
力
を
持
た
せ
る
こ
と
が
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
た
。

　
こ
れ
を
受
け
、
昭
和
四
十
二
年
に
は
、
水
産
資
源
の
維
持
増
大
及
び
漁
業
の
近
代
化
促
進
の
た
め
、
築
い
そ
、
並
型
魚
礁
な

ど
を
二
四
カ
所
に
設
置
す
る
と
と
も
に
、
ア
ユ
放
流
な
ど
に
よ
り
内
水
面
の
漁
業
資
源
の
増
強
も
図
ら
れ
た
。
昭
和
四
十
三
年

に
は
、
と
る
漁
業
か
ら
育
て
る
漁
業
へ
の
転
換
を
重
視
し
、
養
殖
漁
場
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
と
し
た
。
昭
和
四
十
四
年
に
は
瀬

戸
内
海
で
の
水
産
資
源
の
栽
培
育
成
を
図
る
た
め
、
新
た
に
水
産
試
験
場
に
ク
ル
マ
エ
ビ
と
ア
カ
ガ
イ
の
種
苗
セ
ン
タ
ー
を
設

置
し
た
。
瀬
戸
内
海
栽
培
漁
業
協
会
か
ら
配
布
を
受
け
た
種
苗
を
中
間
育
成
す
る
施
設
も
拡
充
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
、

栽
培
パ
イ
ロ
ッ
ト
漁
場
の
造
成
、
特
に
、
播
磨
灘
に
海
中
に
集
餌
灯
の
あ
る
培
養
魚
礁
を
整
備
す
る
こ
と
や
、
ノ
リ
養
殖
の
た

め
の
漁
場
も
広
げ
て
い
く
こ
と
と
し
た
。
さ
ら
に
、
臨
海
工
業
地
帯
の
造
成
の
影
響
の
大
き
い
地
域
を
重
点
的
に
、
生
産
性
の

向
上
を
図
る
た
め
の
陸
上
施
設
を
三
カ
年
計
画
で
整
備
す
る
こ
と
と
し
た
。
特
に
、
沖
合
養
殖
保
全
、
製
氷
冷
蔵
、
水
揚
げ
荷

さ
ば
き
の
施
設
に
重
点
が
置
か
れ
た
。
そ
の
中
で
、
日
本
海
側
の
水
産
流
通
の
円
滑
な
推
進
を
目
指
し
て
、
香
住
町
に
建
設
さ

れ
る
産
地
冷
蔵
庫
に
助
成
を
行
う
と
し
た
。
そ
の
ほ
か
に
、
大
型
魚
礁
の
整
備
、
漁
場
改
良
造
成
事
業
な
ど
一
連
の
漁
業
構
造

改
革
事
業
を
継
続
し
、
漁
業
生
産
の
拡
大
や
漁
港
の
整
備
に
努
め
、
一
市
町
一
漁
協
を
目
標
に
漁
業
協
同
組
合
の
合
併
を
進
め

る
こ
と
と
し
た
。

　
昭
和
四
十
八
年
に
は
、
瀬
戸
内
海
の
中
高
級
魚
増
加
の
た
め
の
稚
魚
育
成
漁
場
の
拡
充
、
漁
業
構
造
改
善
事
業
に
よ
る
大
型

魚
礁
の
整
備
や
、
県
立
種
苗
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
生
産
さ
れ
た
ク
ル
マ
エ
ビ
、
ガ
ザ
ミ
な
ど
を
適
地
に
放
流
し
て
漁
業
資
源
の
増

大
を
図
る
こ
と
と
し
た
。
漁
港
の
整
備
も
継
続
す
る
と
と
も
に
、
内
水
面
に
お
い
て
、
主
要
河
川
に
ア
ユ
、
コ
イ
、
ヤ
マ
メ
な

ど
を
放
流
し
、
淡
水
漁
業
の
育
成
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
場
の
提
供
を
目
指
す
と
し
た
。
さ
ら
に
、
瀬
戸
内
海
の
赤
潮
や
Ｐ
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Ｃ
Ｂ
（
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
）
汚
染
対
策
と
し
て
、

漁
業
者
が
こ
れ
ら
の
被
害
を
受
け
た
場
合
に
損
害
の

補
償
や
融
資
に
対
す
る
利
子
補
給
を
行
う
制
度
を
発

足
さ
せ
る
と
し
た
。
ま
た
、
ハ
マ
チ
を
音
波
に
慣
ら

し
て
飼
う
音
波
養
殖
を
新
た
に
試
み
る
と
し
た
。

　
昭
和
四
十
九
年
に
は
、三
カ
年
計
画
で
北
淡
町（
現

淡
路
市
）
野
島
地
先
に
五
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
稚
魚
育

成
漁
場
を
整
備
す
る
こ
と
と
し
、
の
り
養
殖
で
は
神

戸
市
に
育
苗
漁
場
を
、
明
石
市
、
御み

津つ

町
（
現
た
つ

の
市
）
に
種
苗
施
設
を
、
赤
穂
市
に
そ
の
両
方
を
設
け
る
こ
と
と
し
た
。
ま
た
、
昭
和
五
十
・
五
十
一
年
に
は
、
香
住
町
の
水

産
物
流
通
加
工
セ
ン
タ
ー
の
建
設
に
助
成
し
、
明
石
地
域
で
も
建
設
の
た
め
の
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
た
。
あ
わ
せ
て

漁
獲
物
の
荷
役
、
陸
揚
能
力
の
円
滑
化
の
た
め
、
県
管
理
漁
港
の
う
ち
、
香
住
漁
港
、
浜
坂
漁
港
な
ど
一
二
港
を
整
備
す
る

と
し
た
。
ま
た
、
市
町
管
理
漁
港
の
う
ち
神
戸
市
垂
水
漁
港
等
一
五
港
で
市
町
営
の
整
備
促
進
を
図
る
と
し
た
。
水
産
公
害
対

策
と
し
て
、
赤
潮
被
害
防
止
施
設
へ
の
助
成
、
赤
潮
予
察
、
Ｐ
Ｃ
Ｂ
対
策
を
進
め
、
水
産
公
害
対
策
基
金
に
二
億
円
を
出
捐
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。

写真 49　香住漁港

写真 48　大型魚礁の整備
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